
●わかりやすい医学教室（呼吸器科）
　「肺炎球菌ワクチンについて」
●もっと！！知りたい
　「高額療養費制度について」
●診療情報管理士の紹介
●歯科シリーズ
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医療
法人王子総合病院

「一番早い夏沖縄（国営沖縄記念公園）」 白石セツ子

⒈ みなさまの意思（自己決定権）を尊重
　 した、安全で信頼される医療の提供に
　 努めます。
⒉ 地域基幹病院として、職員の研鑚に努
　 め、人間愛に満ちた高度な総合的医療
　 の提供に努めます。
⒊ 地域住民や医療機関との連携を緊密に
　 し、地域の医療、福祉、保健の向上に
　 努めます。

基本方針

みなさまの人格を尊重し、安全で最善の
医療を提供します。

医療法人 王子総合病院理念
「私たちは、みなさまの健康、医療、
　　　　介護を信頼と愛情で支えます。」

王子総合病院理念
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今
回
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
呼
吸
器
内
科
で
す
の
で
、

成
人
対
象
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

　

肺
炎
と
は
、
主
に
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
微
生
物
が
肺
に
感
染

し
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
、
２
０
１

１
年
に
お
け
る
我
が
国
の
死
亡
率
の

病
院
別
割
合
の
中
で
悪
性
新
生
物

（
癌
）・
心
臓
疾
患
に
次
ぐ
第
３
位
を

占
め
る
病
気
で
す
。
様
々
な
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
肺

炎
球
菌
は
、
顕
微
鏡
で
見
る
と
多
く

は
文
字
通
り
の
球
形
で
、
２
個
連

な
っ
た
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
く

（
図
１
）、
全
肺
炎
の
原
因
微
生
物
の

20
～
30
％
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
２
）。
65
歳
を
境
に
徐
々
に
死

亡
率
が
増
加
し
、
特
に
慢
性
疾
患
を

抱
え
て
い
る
方
や
体
が
弱
っ
た
方
で

は
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
方
が

亡
く
な
る
原
因
と
し
て
、
細
菌
性
肺

炎
の
続
発
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

日
本
で
は
１
９
８
８
年
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
は
じ
め
て
認
可

さ
れ
ま
し
た
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

と
は
、
正
式
名
称
を
23
価
肺
炎
球
菌

多
糖
体
型
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
、
Ｐ
Ｐ

Ｖ 

─ 

23
）
と
い
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌

は
、
そ
の
表
面
を
覆
う
型
に
よ
っ
て

90
以
上
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
の
で

す
が
、「
23
価
」
と
は
、
そ
の
う
ち
23

種
類
に
対
応
す
る
ワ
ク
チ
ン
と
い
う

意
味
で
す
。「
た
っ
た
23
種
類
？
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
23
種
類
で
成
人
の
肺
炎
球
菌
感
染

者
の
80
％
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

こ
の
菌
は
小
児
で
は
重
篤
な
髄
膜

炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、

小
児
用
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
７

価
肺
炎
球
菌
蛋
白
結
合
型
ワ
ク
チ
ン

と
い
い
ま
す
）が
別
に
あ
り
ま
す（
こ

れ
に
つ
い
て
は
小
児
科
の
領
域
に
な

り
ま
す
の
で
こ
れ
以
上
は
触
れ
ま
せ

ん
）。

　

米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
／
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
は
、「
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
65
歳
未
満
の
易
感

染
者
（
脾
機
能
不
全
、
心
・
呼
吸
器

の
慢
性
疾
患
、
糖
尿
病
、
腎
不
全
、ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
、慢
性
肝
障
害
、脳

脊
髄
液
漏
、
そ
の
他
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
や

白
血
病
な
ど
の
免
疫
不
全
者
）
を
肺

炎
に
よ
る
死
亡
の
リ
ス
ク
が
高
い
群

と
し
て
、
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｖ 

─ 

23
の
接
種

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｖ 

─ 

23

は
接
種
後
５
年
間
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
徐
々
に
血
中
の
抗
体
濃
度

は
低
下
し
ま
す
。
以
前
は
、
再
接
種

に
よ
り
強
い
局
所
反
応
（
接
種
部
位

の
疼
痛
・
紅
斑
・
硬
結
な
ど
）
が
出

る
と
さ
れ
、
再
接
種
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
米
国
で
の
研

究
で
４
年
以
上
あ
け
れ
ば
大
き
な
問

題
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
現
在

は
日
本
で
も
５
年
が
経
過
し
た
場
合

は
再
接
種
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
に
よ
る
副
反
応
は
一
般
に
発

熱
・
注
射
部
位
の
疼
痛
・
発
赤
・
腫

脹
が
あ
り
ま
す
が
、
生
命
に
影
響
す

る
よ
う
な
重
篤
な
副
作
用
は
ほ
と
ん

わかりやすい 医学教室

呼吸器内科医師  河  井  康  孝

肺炎球菌ワクチンについて肺炎球菌ワクチンについて

河井医師
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ど
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｖ 

─ 

23
で
す
が
、

実
は
肺
炎
自
体
の
発
症
予
防
に
関
し

て
は
必
ず
し
も
効
果
が
立
証
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
わ

か
っ
て
い
る
こ
と
は
、（
肺
炎
球
菌
に

よ
る
）
肺
炎
の
重
症
化
お
よ
び
そ
れ

に
よ
る
死
亡
の
可
能
性
を
低
下
さ
せ

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
受

け
た
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
７
５
歳

以
上
の
方
に
限
っ
て
肺
炎
発
症
お
よ

び
そ
れ
に
よ
る
入
院
頻
度
が
減
少
し

た
と
の
研
究
も
あ
り
ま
す
）。
し
か

も
、
そ
の
調
査
対
象
の
多
く
は
慢
性

肺
疾
患
患
者
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
施

設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
で

あ
っ
た
り
、と
い
う
も
の
が
多
く
、問

題
な
く
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
方

に
対
し
て
の
予
防
効
果
は
、
ま
だ
議

論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｖ 

─ 

23
は
、
現
時
点

で
は
「
肺
炎
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
ワ
ク
チ
ン
」と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
Ｐ
Ｐ
Ｖ 

─ 

23
は
現
在
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
予
防
接
種
法
の
対
象

疾
患
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
任
意
接

種
の
た
め
接
種
に
か
か
る
費
用
は
全

額
負
担
と
な
り
ま
す（
当
院
で
は
、１

回
の
接
種
で
６
３
６
０
円
の
負
担
と

な
り
ま
す
）。
そ
の
た
め
か
、
２
０
１

０
年
現
在
の
接
種
率
は
米
国
の
65
％

に
比
し
、
我
が
国
は
10
％
未
満
と
低

い
割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
我
々
と

し
て
は
、
普
段
か
ら
当
院
に
通
院
さ

れ
て
い
る
慢
性
疾
患
の
高
齢
者
の
方

を
中
心
に
、
接
種
を
お
勧
め
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
前
述
し
た
よ
う

な
「
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
・

限
界
」を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
、検

討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方

は
、
お
気
軽
に
当
科
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

図2
市中肺炎の原因菌の割合（日本呼吸器学会呼吸器感染症に関するガイドライ
ン作成員会編　成人市中肺炎診療ガイドラインより改変）

肺炎球菌
38.70％

その他
23.80％

黄色ブドウ球菌 3.40％

レジオネラ3.90％

マイコプラズマ5.20％

クラミドフィラ・　　
ニューモニエ6.50％

インフルエンザ菌
18.50％

図１　肺炎球菌（喀痰の塗沫標本、日本病理学会ホームページより）
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病
気
に
な
っ
た
ら
同
時
に
心
配
な
の

は
医
療
費
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
費

で
困
っ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
公
的
制

度
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、「
高
額
療
養
費

制
度
（
以
下
、
高
額
療
養
費
）」
は
医
療

費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
知
っ
て
お

き
た
い
制
度
の
№
１
で
す
。
た
だ
し
、自

分
で
申
請
し
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い

と
心
得
て
お
く
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

制
度
の
要
件
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が

大
事
で
す
か
ら
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
等
で
、
一
ヶ
月
に
支
払

う
医
療
費
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。
自
己
負
担
限
度
額
（
以
下
、

限
度
額
）
は
、
年
齢
や
収
入
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
（
表
参
照
）。

①
申
請
か
ら
還
付
さ
れ
る
ま
で
に
は
約

3
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

②
対
象
に
な
る
の
は
保
険
診
療
分
の
み
。

先
進
医
療
や
食
事
代
、
差
額
ベ
ッ
ド

代
（
室
料
）
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

③
入
院
と
外
来
、
医
科
と
歯
科
は
、
同

じ
月
で
も
合
算
で
き
ま
せ
ん
。

④
暦
月
（
月
の
1
日
～
末
日
）
ご
と
の

計
算
の
た
め
、
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は

合
算
で
き
ま
せ
ん
。

「
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
渡
辺
　
公
明

地
域
医
療
支
援
部

医
療
相
談
室

〈70才未満の場合〉

所得区分 窓口負担 1ケ月の
自己負担限度額

多数該当
（※1）

入院食事代
（1食）

上位所得者
（※2）

3割
（小学校入学

前まで2割）

150,000円＋（総
医 療 −500,000
円）×1％

83,400円

260円

一般
80,100円＋（総医
療 費 −267,000
円）×1％

44,400円

低所得者
（住民税非課税世帯） 35,400円 24,600円 210円

※１　直近12ケ月の間に、すでに3回以上の高額療養費の支給を受けている場合
の4回目以降の上限

※２　会社員などの健康保険の場合、月収53万円以上。自営業など国民健康保険
の場合、基礎控除後の総所得金額が600万円超の世帯など

〈70才以上の場合〉

所得区分 窓口負担
一ケ月の自己負担限度額 多数該当

（※1）
入院食事代
（1食）外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み所得者
（※2） 3割 44,400円 80,100円＋（総医療費

−267,000円）×1％ 44,400円
260円

一般

1割（2割）
（※3）

12,000円 44,400円

適用なし
低所得者

（住民税非課税世帯）

Ⅱ
（Ⅰ以外） 8,000円

24,600円
入院90日まで210円

入院90日超160円

Ⅰ（※4） 15,000円 100円

※1　直近12 ヶ月の間に、すでに3回以上の高額療養費の支給を受けている場合の4回目以降の上限
※2　健康保険の場合、月収28万円以上など。国民健康保険・後期高齢者医療の場合、課税所得145万円以上など
※3　70 ～74才は軽減措置として1割負担　
※4　年金収入のみの場合、年金支給額80万円以下など、総所得金額がゼロの人

■高額療養費の自己負担限度額（月額） ■高額療養費の具体例

■高額療養費の自己負担限度額（月額）

窓口負担30万円 総医療費100万円

100万円の総医療費で、所得区分「一般」窓口の負担（3割）が
30万円の場合

高額療養費として支給
30万円−87,430円＝212,570円

負担の上限額
80,100円＋（100万円−267,000円）×1％＝87,430円

実際の自己負担額は87,430円となる。

高
額
療
養
費
制
度
と
は
？

高
額
療
養
費
制
度
の
留
意
点
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高
額
療
養
費
に
は
、
世
帯
合
算
や
多

数
該
当
と
い
っ
た
し
く
み
が
あ
り
、
さ

ら
に
限
度
額
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
、
2
人
以
上

が
そ
れ
ぞ
れ
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負

担
は
合
算
で
き
ま
す
。
同
じ
世
帯
と
は
、

同
じ
保
険
証
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
人

の
こ
と
で
す
。
世
帯
合
算
の
限
度
額
の

算
出
方
法
は
、
同
じ
世
帯
の
ご
家
族
の

年
齢
と
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
70
才
未
満
の
場
合
、
合
算
で
き

る
の
は
２
１
、０
０
０
円
以
上
の
負
担

額
の
み
で
す
。
70
才
以
上
の
場
合
、
合

算
で
き
る
金
額
の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
同
一
人
合
算
と
い
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
同
じ
月
で
2
つ
以
上
の
病

院
の
自
己
負
担
を
合
算
で
き
、
こ
の
金

額
が
上
限
額
を
超
え
れ
ば
高
額
療
養
費

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
4
月
か
ら
総
合
病
院

で
は
高
額
療
養
費
の
計
算
方
法
の
見
直

し
が
さ
れ
、「
診
療
科
単
位
」
か
ら
「
医

療
機
関
単
位
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
当
院
の
内
科
と
外
科
な
ど
の
自

己
負
担
も
合
算
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
た
だ
し
、
医
科
と
歯
科
の
合
算

は
不
可
）。

　

同
一
人
が
ひ
と
つ
の
病
院
で
4
ヶ
月

を
超
え
る
よ
う
な
長
期
の
入
院
と
な
っ

た
り
、
同
じ
世
帯
で
複
数
の
病
院
を
受

診
し
た
り
、
同
一
人
が
複
数
の
病
院
を

受
診
し
て
、過
去
1
年
間
（
直
近
の
12
ヶ

月
）
に
4
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
4
回
目
以
降

の
限
度
額
が
引
き
下
が
り
ま
す
（
表
参

照
）。

　

①
全
額
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

自
分
が
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
高
額

療
養
費
の
「
支
給
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
す
る
こ
と
で
約

3
ヶ
月
後
に
限
度
額
を
超
え
た
額
の
還

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
院
な
ど
の
領

収
書
の
添
付
や
通
帳
（
つ
ま
り
還
付
を

受
け
る
た
め
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
）、

印
鑑
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

②
①
の
場
合
、
全
額
医
療
費
を
支
払

う
た
め
立
て
替
え
が
大
変
で
す
。
70
才

未
満
の
患
者
さ
ま
で
入
院
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
申
請
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
病
院
窓
口
で
の
支
払
を

限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
計
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

な
お
、
70
才
以
上
の
場
合
は
、
認
定

証
が
な
く
て
も
「
高
齢
受
給
者
証
」
に

よ
り
自
動
的
に
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
適
用
さ
れ
る
の
は
所
得

区
分
が
「
一
般
」
の
限
度
額
４
４
、４
０

０
円
ま
で
の
方
で
す
。
70
才
以
上
の
低

所
得
者
の
方
が
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

・「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
…　

70
才
未

満
の
一
般
・
上
位
所
得
者
（
住
民
税
課

税
世
帯
）
の
方
が
申
請
し
、
取
得
し
ま

す
。

・「「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
…　

70
才
未
満
と
70
才
以
上

の
低
所
得
者（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）の

方
が
申
請
し
、
取
得
し
ま
す
。

　

苫
小
牧
の
国
保
の
場
合
は
市
役
所
の

国
民
健
康
保
険
課
で
手
続
き
し
ま
す
。

①
保
険
証 

②
印
鑑
が
あ
れ
ば
手
続
き

で
き
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
場
合
は
最
寄
り
の
年

金
事
務
所
で
手
続
き
し
ま
す
。
①
保
険

証 

②
印
鑑
が
あ
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
申
請
方
法
は
各
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
入
院
時
に
し
か
認
定
証
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
１

２
年
の
4
月
か
ら
は
外
来
に
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
来
も
あ

ら
か
じ
め
認
定
証
の
手
続
き
し
て
お
く

こ
と
で
、
病
院
窓
口
で
の
支
払
を
限
度

額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
院
に
よ
り
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線

治
療
な
ど
に
よ
り
高
額
の
通
院
費
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
1
階 

医
療
相
談
室
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ま
た
は
、
医
事
課
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自己負担限度額　82,430円＝80,100円＋[（①200,000円＋②300,000円）−267,000円]×1％
払い戻し額　　　67,570円＝（③60,000円＋④90,000円）−82,430円

◇70才未満の夫婦で所得区分が「一般」の場合：合算できるのは
　自己負担額21,000円以上 世

帯
合
算

多
数
該
当

高
額
療
養
費
の
利
用
方
法

外
来
も
限
度
額
適
用
認
定
が
使
え
ま
す

父（被保険者） 母（被扶養者） 娘 息子

医療費 ①200,000円 ②300,000円 20,000円 50,000円

自己負担限
度額（3割） ③  60,000円 ④  90,000円 6,000円 15,000円

A病院 B病院 Cクリニック

医療費 200,000円 300,000円 20,000円

自己負担限
度額（1割） ①20,000円 ②30,000円 ③2,000円

自己負担限度額　12,000円
払い戻し額　　　40,000円＝（①20,000＋30,000円＋④2,000円）−12,000円

◇70才以上で所得区分が「一般」で外来のみの場合：
　合算できる自己負担額に制限なし
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病
院
に
は
医
師
、看
護
師
の
他
に
、放

射
線
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
種
多
様

な
職
種
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
中
に

診
療
情
報
管
理
士
と
い
う
職
種
も
存
在

し
ま
す
。

　

近
年
、
医
療
環
境
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、

紙
の
診
療
記
録
に
記
載
す
る
方
法
か
ら
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
す
る
方
法
へ
と

大
き
く
移
行
し
て
き
て
お
り
、
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
管
理
や
、そ
の
管
理
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
・
活
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に

伴
い
、
専
門
的
に
診
療
記
録
や
診
療
情

報
を
管
理
す
る
部
門
を
設
置
す
る
病
院

が
増
え
、
当
院
で
は
平
成
16
年
に
「
診

療
録
管
理
室
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
「
診
療
録
管
理
セ
ン
タ
ー
」へ
と
名

称
が
変
わ
り
、
診
療
情
報
管
理
士
4
名

を
含
む
5
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
情
報
管
理
士
と
は
、
診
療
記
録

や
診
療
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
そ
こ

に
含
ま
れ
る
情
報
を
分
析
・
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
医
療
の
安
全
管
理
、質
の

向
上
お
よ
び
病
院
の
経
営
管
理
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
資
格
で
、

そ
の
為
の
専
門
的
な
勉
強
を
し
た
職
種

で
す
。
私
も
高
校
生
の
と
き
に
、
医
療

関
係
の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
い
様
々

な
職
業
を
調
べ
て
い
る
際
に
、
診
療
情

報
管
理
士
と
い
う
職
業
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

診
療
情
報
管
理
士
の
業
務
は
、
大
き

く
分
け
る
と
、「
物
の
管
理
（
診
療
に
関

す
る
記
録
）」、「
情
報
の
管
理
（
診
療
情

報
）」、「
院
内
の
シ
ス
テ
ム
管
理
」
の
3

つ
に
分
か
れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
診
療
に
関
す
る
記
録
の
内
容

確
認
、コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
様
々
な
病
名
を

一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
分
類
す
る
作

業
）、
院
内
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
業
務
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
（
診
断
群
分

類
別
包
括
評
価
制
度
）
に
関
す
る
業
務
、

が
ん
登
録
等
の
各
種
疾
患
登
録
に
関
す

る
業
務
、
診
療
記
録
の
開
示
に
関
す
る

業
務
等
が
あ
り
ま
す
が
、
病
院
に
よ
っ

て
業
務
内
容
は
異
な
る
よ
う
で
す
。

　
『
診
療
録
』
ま
た
は
『
診
療
記
録
』
と

は
、一
般
的
に
カ
ル
テ
と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、医
師
や
看
護
師
、病
院
の
様
々

な
職
種
が
作
成
し
た
記
録
の
こ
と
を
言

い
、診
療
を
受
け
た
際
や
、何
の
薬
が
処

方
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
検
査
を
し

て
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
等
、全

て
記
録
や
情
報
と
し
て
残
り
ま
す
。
医

師
法
の
中
に
は
、
診
療
録
の
記
載
に
関

す
る
こ
と
や
、一
定
期
間
そ
の
病
院
で
保

存
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
等
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、診
療
情
報

の
適
切
な
管
理
は
診
療
の
際
に
必
要
だ

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
法
律
を

守
る
上
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の
記
載
を
す
れ

ば
良
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、そ
の
情
報

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
適

切
に
管
理
し
、
質
の
向
上
に
向
け
て
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
診
療
録
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ま
に
直
接
的
な
診
療

行
為
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

診
療
記
録
や
診
療
情
報
と
い
う
大
切
な

情
報
を
預
か
り
管
理
す
る
部
署
と
し
て
、

よ
り
良
い
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

後
方
か
ら
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
、

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

を
持
っ
て
慎
重
か
つ
丁
寧
な
扱
い
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  
診
療
情
報
管
理
士
の
紹
介

診
療
録
管
理
セ
ン
タ
ー

診
療
情
報
管
理
士

  
佐
藤
　
未
希

　

50
歳
ま
で
は
歯
を
失
う
の
は
緩
や
か
で
す

が
、
50
歳
を 

過
ぎ
る
と
急
速
に
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。(

参
考
：
長

田
斎
監
修
２
０
０
６
年
版
歯
の
生
涯
図
よ
り)

　

す
な
わ
ち
中
年
期
を
過
ぎ
た
ら
、
そ
れ
ま

で
と
同
じ
対
応
を
し
て
い
る
と
、
急
速
に
歯

を
失
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
何
故
50
歳
が
分
岐
点
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
歯
周
病
は
40
歳
前
後
か
ら
発
症
し
、
徐
々

に
悪
化
し
、
発
症
後
10
年
ほ
ど
経
っ
て
歯

を
失
う
結
果
に
な
り
や
す
い
。

②
50
歳
前
後
に
、
い
わ
ゆ
る
「
更
年
期
障
害
」

が
訪
れ
、
唾
液
が
減
少
す
る
。
そ
の
結
果
、

虫
歯
も
歯
周
病
も
起
こ
し
や
す
く
な
る
。

③
歯
肉
退
縮
が
起
き
て
歯
の
根
が
露
出
す

る
と
、
歯
と
歯
の
間
の
隙
間
が
大
き
く
な

り
、
食
べ
物
が
た
ま
り
や
す
く
な
る
上
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

結
果
、
歯
の
根
に
ま
で
虫
歯
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　

以
上
の
口
腔
内
環
境
の
悪
化
に
拍
車
が
か

か
っ
て
し
ま
い
、
歯
を
失
い
や
す
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と
定
期
的
な
プ
ロ

フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
と
か
み
合
わ
せ
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本

の
歯
を
残
す
こ
と（
8
0
2
0
）は
可
能
で
す
。

　

是
非
定
期
的
な
口
腔
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
「
口
福
感
」
を
満

喫
し
て
下
さ
い
。

50
歳
を
過
ぎ
た
ら
要
注
意
！

第
34
回

歯科医師
岡田  文夫
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月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

内 科 内　科
診療室 藤　瀬 藤　瀬 藤　瀬 藤　瀬

※ 1

循 環 器 内 科
午前 新患受付11：00

1 診 大　畑 石　井 堀　田 石井※2
（ペースメーカ外来） 石　井 不　定 大　畑 石　井

2 診 堀　田 吉　田 吉　田 吉　田

3 診 大　岩 大　岩 大　岩 大　畑

4 診 松　本 松　本 不　定 加　藤 松　本 加　藤

神経・精神科 4 診 出張医
呼 吸 器 内 科
午前 新患受付11：00 1 診 小　栗 河　井 小　栗

※ 3 小　栗 河　井 河　井 朝比奈
（出張医） 小　栗 猪　村

（出張医）

消 化 器 内 科
午前 新患受付11：00

2 診 奥　田 土　居 土　居 植　村 石　川 植　村 土　居 石　川 土　居 石　川

3 診 南 奥　田 南 奥　田 植　村

5 診 南
血液腫瘍内科
午前 新患受付11：00 4 診 藤　見

（移植外来）
藤　見

（移植外来） 蟹　澤 橋　本 藤　見 蟹　澤 蟹　澤 藤　見 蟹　澤
※4 橋　本

外 科
2 診 狭　間 細　井 狭　間 佐　藤 岩　井

※ 5 渡　邉 京　極

3 診 渡　邉 岩　井
※5 岩　井 岩井※ 6

（乳腺外来） 佐　藤 岩　井
（緩和ケア外来）

心臓血管外科 1 診 村　上 牧　野 村　上 杉　本
（静脈瘤外来）

脳 外 科
神 経 内 科

1 診 堀　田 柏　原 堀　田 柏　原 柏　原

2 診 久　原
（出張医）

整 形 外 科
午 前 受 付11：00

1 診 鈴　木 鈴　木
（スポーツ外来） 鈴　木 鈴　木 鈴　木 下段／薮内

（スポーツ外来） 下　段

2 診 下　段 薮　内 下　段 森
（出張医） 薮　内

産 婦 人 科

1 産 中　郷 不　定
（産後健診のみ） 定　免 古　田 野　村 定　免

2 婦 野　村 中　郷 野　村 勘　野 古　田

3 診 定　免 古　田 勘　野 中　郷

眼 科
午 前 受 付11：00

1 診 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷 北　谷

2 診 鴇　澤
（出張医）

鴇　澤
（出張医）

鴇　澤
（出張医）

鴇　澤
（出張医）

鴇　澤
（出張医）

鴇　澤
（出張医）

耳 鼻 咽 喉 科
1 診 太　田 太　田 太　田

※5
太　田

※5
太　田

※5 太　田 太　田

2 診 佐々木 佐々木 佐々木
※5

佐々木
※5

佐々木
※5 佐々木 佐々木

皮 膚 科 1 診 出張医
※5

出張医
※5

出張医
※5

泌 尿 器 科
1 診 田　口 栗　村 不　定 田　口 不　定 不　定 不　定

2 診 不　定 不　定 不　定 不　定 不　定

小 児 科

1 診 鈴　木 福　島 小　林 小　林 鈴　木 小　林 鈴　木

2 診 福　島 鈴　木 福　島 鈴　木
〈エコー外来〉 福　島 不　定

〈乳児健診〉
〈予防接種〉
14：00〜診療開始

小　林 鈴木
※1 鈴　木 谷　口

3 診 小　林 不　定
（1ケ月健診） 鈴　木 小林

〈神経外来〉
不定

〈予防接種〉
小林

〈神経外来〉

4 診 武田※2
（心臓外来）

岡本※2※8
（腎臓外来）

田島※2
（内分泌外来）

放射線治療科 1 診 北　原 北　原 出張医 出張医 北　原
麻 酔 科

新患受付11：00 1 診 田　中 渡　辺 浅野※9
（出張医）

歯 科
1 診 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田 岡　田

2 診 出張医 出張医 出張医 出張医 出張医 出張医 岡　田 岡田
（14：00 〜）

【ご注意】
①都合により診療時間、医師が変わる事がありますので、あらかじめご了承下さい。
②初診受付時間、午前（8：30 〜 11：30）午後（13：00 〜 15：00）
　但し、各診療科及び医師により異なる場合があります。
③再来機受付時間、午前（7：00 〜 11：30）午後（12：15 〜 15：00）

④神経内科・精神科は、当院他科医師の紹介が必要。新患は受けつけていません。
⑤歯科は予約制になっております。

外来診療案内
平成24年7月1日現在（都合により変わる場合があります。）

※1＝予約患者のみ／※2＝月1回／※3＝予約・新患は紹介患者のみ／※4＝連携室又は医師（蟹澤・藤見）に直接連絡をしている予約のみです。／※5＝11：00まで／
※6＝新患のみ／※7＝麻酔科外来にて／※8＝受付13：30 〜 15：00まで／※9＝再来・予約のみ  9：00 〜 10：30診療で受付10：30まで



ふれあい看護体験ふれあい看護体験
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「らいふ」の掲載内容についてご意見、ご要望がございましたら遠慮なく事務局までお申しつけ下さい。

糖尿病教室のお知らせ
糖尿病教室のお知らせ
糖尿病教室のお知らせ糖尿病教室のお知らせ

表紙写真の募集表紙写真の募集

※直接会場においで下さい。
※講師の都合により開催中止の場合もありますので
　電話にてご確認下さい。（☎0144-32-8111 循環器外来まで）

下記の日程で開催します。
どなたでも参加できます。

○開催日：８月17日（金）
　　　　　９月21日（金）
　　　　　10月19日（金）
○時　間：午前10時30分～
○場　所：王子総合病院　講堂（3階）
○講　師：医師、理学療法士、薬剤師
　　　　　管理栄養士、看護師
　　　　　歯科衛生士、臨床検査技師

お気軽にご参加ください

参加費
無　料

予防健診のお知らせ
予防健診のお知らせ
予防健診のお知らせ予防健診のお知らせ

●健診日：月曜から金曜日
●時　間：午前8時～12時頃まで

7/7㈯ 第15回ケアライフ王子夏祭りが開催されまし
た。ボランティアさんには、マーチングバンドや生
バンド演奏とフラダンスの共演など夏らしいアトラ
クションを披露していただきました。
天候にも恵まれ、利用者の皆様も屋外で食事をされ
たりと楽しいひとときを過ごされておりました。

夏祭り夏祭り

条件
●１人何点でも結構です。
●風景写真（人物は写らない方が良い）
●カラー写真
●原則として応募写真は返却いたしません。
　（返却ご希望の方はお申出下さい。）

応募方法
●写真の裏にタイトル、住所、氏名、電話番号を記
入願います。
●提出先は「らいふ」事務局まで。
●採用の方には「らいふ」郵送にて発表します。
　お写真下にお名前を掲載させて頂き、粗品を
　進呈いたします。

５月11日、看護週間の催しの一環として市内
の高校生が参加して、「ふれあい看護体験」が
行われました。患者さまとふれあう中で看護の
大切さ、やりがいを実感したようです。

1. 一般健診 22,197円
2. 日帰り人間ドック 29,400円
3. 追加項目
　 ①乳がん検診
  　（2方向 5,500円・1方向 4,500円）
　 ②子宮がん検診 5,831円
　 ③PET-CT検診 92,000円
　 ④その他
4. その他
　 脳ドック等を用意しています。

～～～お気軽にお問い合わせ下さい～～～

健診センター：TEL0144-32-8111（代）
内線 295・296

申込み・問合わせ先


